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第 4 章「朝使派遣と国司」は、 7 、 8 世紀の中央派遣の使者を「朝使」と把握した上で、広くその事例を集めたも
のo 中央と地方との具体的な政治関係を素描しようとしたものである。









進めたことo また、従来十分取り上げられなかった伝馬制の意義に注目したことなどが挙げられる。とくに、第 1 章
と第 3 章は学界にも大きな刺激を与える優れた論文であり、交通に新たな意義を付与したといって過言ではな L 、。
ただ一方で、論文全体になお理論的な整理が十分でないこと、一部の箇所にやや証明の不足や説明の晦渋さが見受
けられることも指摘しなくてはならな L、。しかし、全体を通じて、意欲的な構想のもとに新しい課題に取り組み、少
なくない成果を挙げており、現在の独立行政法人奈良文化財研究所の所員としての仕事とあいまって将来に大きな成
果が期待できるものとなっている o
これらの諸点を十分考慮した上で、本審査委員会は、本論文を博士(文学)の学位に授与するにふさわしいものと
して認定するo
-8-
